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第 1章 は じめ に

「光があふれ ， 気温 もだ い ぶ 高 くな っ た 。 少 し体を動か した だけ で ， 汗ばむ季節で あ る。
こ

う な る と ， 麻が い い
。 麻 に か ぎ る Q 水分の 吸収 ， 発

散 の 速 さは抜群。 繊維も丈夫だ。麻を発見 し，麻  

衣を身 に ま と っ た先人の 知恵を改めて 見直す」 と平

成 2年 5月28日 の 天声人語 にある
1）

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あさ　　　　　　　　　　　　　 た い ま

　 しか しなが ら，

一
方， こ の 麻は ， 現在で は 「大麻

取締法」
2 ）

の 対象
．
となり厳 しく， そ の 栽培と使用が

規制 さ れ て い る 。

　著者は過去15年聞にわ た っ て ，
こ の 大麻を研 究の

素材と し， 主に薬理学的あ る い は毒性学的観点か ら

追究 してい る
s − 5）

。

　 1973〜75年，著者は米国サ ン フ ラ ン シ ス コ 市に在 っ

た g 市の西部に位置す る ゴ ー
ル デ ン ゲ

ー トパ ー
ク は

太平洋岸の 砂地 を見事 に 甦らせ た広大か っ 美 しい 公

園 と して 世界的に有名で あ る が ，
こ こ は また ヒ ッ ピー

族の 発祥の 地 と して も世界的名高い 。 hippieと は ？ヤ

ズ用語の hip＝ 調子 を合 わせ るが語源 ともい うが，

hipped＝魅せ られた 。 ま
．
た，　 happy＝幸福 ， が 崩れ

た と もい う。 彼 らの 主張 は 「自然 に帰れ」で あ っ た 。
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　Fig− 1　 Hashish （ハ シ ッ シ ュ ）を称 え

　る ア ．ラ ビア の詩 …悩み を忘れ …と の

　意が か い て あ る 。
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そ の 彼 らがたむろする公園で私は ， 後に知 っ た の で あ る が多数の 若者が 大麻を 吸 っ て い る の

を 目撃した 。 踊る者，寝 こ ろ ぶ者，拠 りかか る者，様々 な若者 の 生態をみ て 私 は文化 とか文明

とか，ある い は科学， そ して技術革新とは何か等々を大麻を通 して 考え るよ うにな っ た 。

　と同時に，留学先 の主任教授，世界的 モ ル ヒ ネ研究者 E ．Leong　Way 博士から 「Marihuana

and 　Its　Surrogates」6） を読む よ うに推め られ た こ と も本研究を始め る動機 の i つ に 数え ら

れ る
。 それ まで 私．は 「催眠薬 の 研究」に携わ っ て い た 。 後述す る よ うに 大麻 の 歴史 は BC ．3000

とも5000年 に も溯 る とい わ れる 。 植物学の 分類で は ま れ に み る一属一
種 ，

こ の 特異的な植物に

全知全能の 神 は繊維 と して ，食物 と して ，は た ま た薬物 と して の 3 っ あ機能 を与 え た。以後 ，

各章 に わ た っ て 大麻 の 全貌 を私見 を も混え て ，文化 ， 科学 の 両面か らと らえ ，
こ の 文化的に も，

科学的 にみ て もユ ニ
ー

ク な
一

植物に ス ポ ッ ト ラ イ トを当て て みた い 。 ま た，そ れ に 値す る
“

植

物
”

で ある と確信す る。

第 2章 大麻の 文化

　手元の 辞典
7 ）

に よ れ ば 「文化」 と は
，

“
人間が

，
そ の 精神と肉体と を働か せ て

， 生活を豊 か

に す る よ う に作る努力 とそ の 所産。 科学 ， 芸術，宗教， 道徳な ど
”

とあ る 。 従 っ て ， こ の 定義

に添 っ て 筆を進 め る こ と に する 。

　第 1節　大麻の起源

　「笑麻」 は別名 ， 「餘⊃ と呼ばれ る 。 語源 は ラ テ ン 語1 ギ リ シ ャ 語 の katinabis大麻 に 由来

し，管 （ク ダ）
tt
を意味す る 。 英語で は広く c4nn4bis が用 い られて い る

。
　Cannabis は後 に， イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　■　　　コ　　　■　　　■
ン ド大麻 の 開花頂部 の 乾燥物を指す と共に ，乾燥 した 草 の こ とをい う よ うに な っ た

s）

。 こ れ と

は別 に hashish （ハ シ ッ シ ュ ）とか ，
　 marihuana （マ リ フ ァ ナ）とい う呼名が ある。現在，我

が国で ば， 大麻 ，
マ リ フ ァ ナ ，

・．丶 シ ッ シ ュ が新聞等で 汎用されて い るが ， 必 ず しも正 しい 使わ

れ方を して い な い 。 そ の名 は幻覚作用を もつ 主成分
21）

， テ h ラ ヒ ドロ カ ン ナ ビ ノ
ー

ル （THC と

略す） の含有量の 多寡に よ る。 大 きく分 けて， 1冫最 も安価で効果の弱 い もの を通常，ブ ォン

・グ （bhang ） と い う。 こ れ が 日本あジ ャ
ーナ リ

’
ス トが い う，

・々
リ フ ァ ナ ，大麻の こ と で あ る 。

米国 な ど か ら持込まれ る乾燥大麻，野性 の もの や 栽培 さ れた もの が 混在 して お り，時に は茎 も

入 っ 七い る な ど品質 は
一
定で は な い

。 2）栽培された大麻か ら採取され たもの で未熟の 果穂及

び葉が主体を t4す 。 かな り注意深 く選別 され て い る 。 こ れ を ガ ン ジ ャ （ganja） とい う 。 3）

最良質の 樹脂であ りチ ャ ラス （charas ） とい う。 もっ と正確 に い うとこれが ハ シ ッ シ ュ （has

hish）で あ る q （Fig−1）

　
一

方，マ リフ ァ ナ は メ キ シ コ ・
ス ペ イ ン 藷 で は marihuana

，
　marijuana と綴るが ， こ れ は女

性名 の Maria 　Jau即
a （Mary 　 Jane） の 短縮形 で ポ ル トガ ル 語 の marigango ＝ 興奮剤 か ら転

化 した と の 説 があ る 。 催淫作用 を意識 して の 名 と解 さ れ る 。 最終 的に は Maria＋ Juana＝

Marihuana又 は Marijuana とな っ た と推察され る
e）

。

　現在で も，世界各地に お い て多 くの 名称が使用 ざれ て い る
1°・　11）

。 例挙す る とイ ン ド， 中央 ア

ジ ア で は乾燥 し成熟 した葉や花穂 を既述 の よ う｝c　Bhang （バ ン グ）。 乾燥 し成 熟 した葉 の み に

対 して は特別に Savi・（サ ヴ ィ）。 花穂及び結実 した部分を Ganja （ガン ジ ャ）， 樹脂を CharaS
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（チ ャ ラ ス ） とか Dawamesk （ダ ワ メ ス ク） と呼ぶ 。全草 に 対 し て は国 に よ っ て 異な る 。

Kannabis，　 Cannabis（ア ラ ビ ア ・ イ ラ ン ），　 Kafour，　 Banji （イ ラ ン ），　 Shesha（イ ス ラ エ ル ），

Kobak ，　 Asarath，　 Nesh （トZレコ ），　 Magoun ，　 Madium （シ リァ），

．
Hashishel　Keff （レ バ ノ

ン）Kamonga （エ ジ プ ト），　 Dagga （南 ・南西ア フ リ カ），　 Njem （西ア フ リカ），　 Lebake（ズー

ル ，ス ワ ヒ リ）， Vongony （マ ダカ ス カ ル ）， ．Bangue，　 Suruma （モ ザ ン ビー
ク），　 Mavron （ギ

リシ ヤ），Anascha（ソ ビ エ ト南部），　 Hanf （ドイ ツ），　 Gandia （モ ー
リシ ヤ ス ），　Ganga （ジ ャ

マ イ カ）な ど そ の 地域 に よ っ て 多彩な呼 び名が あ る 。 こ の こ と は大麻の 分布と使用 が そ の 国々

の 文化の 様態を示 して い る と同時に そ の 移動 の 過程が分か る 。 乾燥後粉砕 し， タバ コ に混ぜ る

習慣 の あ る西 イ ン ド諸 島や メ キ シ コ
1

で は前述 の Marihuna ，　 Marijuana の 他，
t
　 MarigUana ，

Rosa 血arihuana ，
　 Hemp ，

　 Muggles，　 Reefers，　 Indian　heyな どと呼ぶ 。 こ の場合 ， 全草。 特

に 花穂及び葉 は，後 に文明国家で ある ， ア メ リカ合衆国，カ ナ ダ，イ ギ リス に持込 まれ，大 き

な社会問題 に な っ

一
（iい’

る こ と は，先 に略述 し た 通 りで あ る 。

　大麻は学名 ，
Cαnn αbis　 sα tivd　Linne ， 今 日 で も多 くの 書物や 邦文 の 学術書 は ク ワ 科

（Moraceαe）と して い る が ，
こ れ は誤 りで ある 。 ク ワ 科は乳管を有 して い るが大麻に は な い こ

とか ら， 最近 の 欧米の学術書に は全て 大麻は ア サ科 （Cαhnαbinaceαθ あ る い は Cannαbαced ） に ．

変更 された 。 こ の こ と に っ い て は さ ら に詳 し く分類 の項 で 述 べ るっ もりで あ る Q 前述 の 幻覚，

麻酔作用が ある Bhang，　Ganja，’Charasと呼ばれ るイ ン ド大麻 は Cαnn α6is　sαtivα　L．　v αr　indicα

五αm αr巍 と い う大麻の
一
変種で ある 。 こ の もの は 日本薬局方第 1改正 に登場 して 以来 ， 65年

間，第 5改正 （1886ん 1951年）ま で ，鎮痛， 鎮静薬 と し て 収載され て い た もの で あ る 。 又 ，

Cα nn α bis　 rualer α lisと い う他の 変種が ソ 連に於 い
’
q924年 に 発見 され て い る 。

こ れ は生理 的

変種で あ り， 現在の と こ ろ ，大麻はあ くま で も単
一種属 （Family ） で ある と の 説が

一
般に 認

め られ て い る
4）

。

　原産地 は カ ス ピ海の 東，中央 ア ジ ア及 びバ イ カ ル 地方で ある とされて い る 。 こ こ を中心 とし

て 世界各地 ， 温帯北部か ら熱帯地方，五大陸に広ま っ た雌雄異株の
一
年生草木。 世界で 最古の

繊維作物で もあ る 。 （Fig−　2）

Fig−2 大麻の 栽培 （栃木県鹿沼，著 者写す）
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　 言 うま で もな く， 文化は充分な食が得．られ，衣 と住が備わ っ て ， 生活が安定 した場合に大 き

く発展 する 。 麻は既 に若干ふ れ た よ うに食 と して ，衣と して，時に は薬と して の利用価値を有

する植物であり人類 の歴史 におい て ，ま さ に 良 きに っ け，悪 し、きに っ けまさ に文化をつ くっ た

類まれなる植物と い え る 。 こ れ は ケ シ Paρα ver 　somniferum （
一

ケ シ 科 Papa’uer αcea 原産地 ；

地中海沿岸， 2年生草木，
’
未熟の果実 よ り得 た乳液を ア ヘ ン （阿片） と い う。 麻酔 ， 鎮痛 ， 鎮

「

咳，催眠作用を有す一） と比肩す る特性を持 っ て い る 。 画有 の地域に 生まれた文化圏に は主食

とな る主導的作物 （米や麦）と補助的に生活を守 る植物遺伝資源 （粟，

・．U エ
， キ ビ な ど）が必

要 と さ れ ・る が 麻は こ の 両者 に ま た が る存在と い え ま い か 。 また野生大麻を栽培化 レた 当時 の 人

類は高い 文化的素養をも っ て い た と も い える
12）

。
、

　 パ ビ ロ フ は世界を 8 っ の地域，後に 4 っ を加え て 合計 12 （東 ア ジ ア ，東南 ア ジア ，南西 ア ジ

ア ，中央 ア ジ ア ， 近東， 地中海，
ア ブ ．リカ

，
ヨ
ー

ロ ッ パ ・シ ベ リア ， 北ア メ リカ ，
メ キ シ コ ・

中央ア メ リカ，南ア メ リカ，オ セ ア ニ ア ・太平洋 の諸島）に分け栽培植物の起源地を定めて い

る 。

　 大麻の 原産地 ， 中央 ア ジ ア は北緯 26〜55度の 間に また が っ て い る。 南に天山山脈 ， 東に パ ミー

ル 高原 西1こ カ ス ピ海 。 樟悔か らい え ば高山性植物帯及 び ス テ ッ プ地帯か らな る・ 隣接の 近東

文化，中国北方文化，イ ン ダ ス 文化の 輸入に よ り， 強 い 影響を受けて い た土地で もあ る 。

　 人間の 歴史 は ラ マ ピ テ ク ス か ら1000万年，ア ウ ス ト ラ ロ ピテ ク ス よ り300万年， い わゆ る現

代人の 出現か らは 4万年 と．ikわれ，野生植物を 栽培 し始め た時期はBC　70dO〜10000年前 と さ

れ て い る 。 チ グ、リス ，．ユ ー
フ ラ テ ス河畔の 農耕文化 は こ の 間の BC 　9000年頃 に栄えた と い う

12）
。

　著者 の想像 で は，大麻は 最初 は繊維 として栽培 されたが，麦等の主食が不作時，種子が救薙
作物の 1 っ とされた の で は な い か 。 と こ ろ が，そ の 種子 に麻酔 ， 鎮痛な どの 作用 が あ っ た こ と

が見出され た た め に
， 薬物 と して の 利用 が 始ま っ た の で は な い か 。 従 っ て ， 繊維 と し て はBC

7000年 。 食物 として はBC　7000〜5000年。薬物として はBC　5000年頃以降か らと考え られる 。

　 古来 ， 中国で は麻の 実 は五穀の 1 つ に数え られ，三草四木の 三草の 中に紅花，藍 と共に入 れ

られ て い る 。 因み に 四木 と は桑， うる し，こ うぞ ， 苧をい う 。 麻の 種子 は，現在 で も麻 の 実，

苧実 と呼ばれ ， 七 味唐辛子 ， 鳥の 飼料と して 販売され て もい るが ， 20％程度の 、タ ン パ ク質 30

．％ の脂肪 （こ れを ア サ 泌 ダイ マ ttとL
．
、う）を含々 で い

尋な ど栄養 と して 隣申し分 な い もの で

あ る 。 大豆が タ ン パ ク質35％ ，

・
脂肪20％で あ る こ どか らもハ トや小鳥が 喜ぶ の も首肯 され る こ

とで は ある 。

　 世界をア ル コ
ー

ル 文化圏と大麻文化圏と｝こ分ける興味ある学説がある 。 後者は発展途上国に

属 し，大麻の 吸飲を過去数千年間 に わた っ て 続 け て い る 。 先に 記述 した，
「
大麻 に対す る呼称が

様々 な例挙 した国々 が そ うで ある 。 常用者の 数 は現在 ．2億 と も 3億人 と もい わ れて い る
1 

。 Fi

g−3 の 写真は ネパ ール
， カ トマ ン ズ で み られ る大麻販売店  広告で あ り，

“
FQr　best　Nepalese

Hashish ＆ Ganja．　 We 　are 　always 　at 　your　services
”

とい う文字が かかれ て い る 。 文明国

家の 現状を思うと驚 きを禁 じ えな い 。

　 こ こ で大麻を使 っ た
“ Garawish”

と い うイン
』
ド料理を紹介す る。 こ れは 粉末に した　hashish

に シ ロ ッ 7
“
，ケ シ及 びダ磐ラ を混 じ， エ ッ セ ン ス や香料を加え て，火熱して 料理す る 。 菓子 と

して 食する。 又 ， ネ パ ー
ル で は ；Manqul

”

と い う
“has

’
hish” に ゴ マ 油， コ コ ァ ， チ ョ コ レ

ー
ト

等を加え て よ く手で 混ぜ ， 最後 に香料を添 えた食物が ある 。 市場で 自由に売買され た り， 食 さ

4

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

大 麻文化科学考 （そ の 1） 5

れて い る国は ， 勿論 ，

「
政府

　公認で あり；イ ン ド，
1ネパ ー

　ル
，

ブ ー
タ ン

，
ア フ ガ ニ ス

　タ ン
，

レ バ ノ ン
，

モ ロ ッ コ
，

　 コ ン ゴ な どが ある 。 繊維作

・物 と して ，今で も栽培され

　て い る国は， ソ ビ エ F
，

ルー

　マ ニ ア ， イ タ リア
，

ポ ー
ラ

　ン ド，ハ ン ガ リ
ー
、ア メ リ

　カ ，日本 な どで あ る 。 ソ 連，

　中国 で は繊維をと っ た後の

種子を多量 に 日本に 輸出 し

　て い る 。 大麻 は救荒作物で

　ある こ とか ら，雑草 の よ う

　な強い植物で あ り， あ らゆ

　る土壌，気候， 環境に 育っ
。

従 っ て 野生大麻も多い 。 ア

　ジ ア ， ア メ リカ，ア フ リカ，

　と殆ん どの 大陸に 自生 。 特

．に，原産地 と して既述 した

　カ ス ピ海沿岸 ，
コ ーカ サ ス

地方 ， ヒ マ ラ ヤ 山系 ， 中国

　各地，また 日本で は北海道

　地方 に多 い。北海道衛生研

究所セは毎夏，こ の 野生大

麻を伐採，焼却する作業を

続けて い る と い う。

Fig−3 ネパ ール の 街でみか ける大麻販売店の 広告
tO

　第 2 節　世界の大麻事情

　歴史上 ，

・
最初に大麻に っ い て の 明瞭な記載が あ る文書 は ， BC 　1400〜 900年イ ン ド の ラザ ル

バ ・ ベ ー
タ で ある。 そ の 後イ ン

ド
の エ ル ・ヤ ・サ ル ス タ とい うイ ゾ ドの古典 に も大麻の 記述が

み られ る 。 BC 　6 〜 7世紀の イ ラ ソに 伝わる ゾ ロ ア ス タ
ー教 の 経典ゼ ン ドア ヴエ ス タ＜Avesta＞

に は 「大麻 は幸福の 源な り」 と書か れ， 冒頭に 述 べ た大麻吸引を習慣 とす る ピ
ー

ピ
ー
族の 語源

が happy
， 幸福に あり， そ の ヒ ッ ピー

が大麻を吸 うと い うこ とは非常 に面 白い 。 考古学的には ・

トル コ の ア ン カ ラ の 古墳か ら大麻が 出土 ，

』
BC 　800年頃 と推定 されで い る。 また ，

　 BC 　650年ア ッ

シ リア の 楔形文字板 lt大麻の 記録 がある。

’
さ らにBC　500年イ ン ド の バ ラ モ ン 教 の 聖典 ヴ ェ

ー

ダ に 大麻樹脂 や，花穂の 記載が ある’。

　 こ れ らの 歴史的事実 の背景に は幾 っ か の 文化が挙 げられる 。

大麻を薬物 として ，

・』
まだ繊維を目的 と した栽培文化を形成 した の はBC 　500年頃，イ ラ ン 高
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原 に栄え た ア ケ メ ネ ス 王朝 （ペ ル シ ヤ 時代）で あ る 。
ペ ル シ ヤ文化 の 特徴 はイ ラ ン 高原 の 地理

的な優位性を生か した天文学 ， 占星術 （エ ル ブー
ス

，
ザ グ ロ ス の 2 っ の 山脈の 中間にあ るイ ラ

ン 高原 の 空 は透 きとお っ て お り天体観測 に 最適 で あ っ た。）で あ り，シ ル ク ロ
ー ド の 西 の 端 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■　　　コ

位置して い る ことか ら中国文化と の 交易によ つ て ， 本草学や医学が発達 した 。 こ の 中に大麻が

存在 したこ とは疑 う余地 はな い
。　　　　　　　　 ．　　　 、

　 こ れ に 関 して ，ギ リ シ ヤ の 著名な歴 史家 ，
ヘ ロ ド ト ス （BC 　484年生 ま れ） の 記述が あ る 。

彼 に よ ると大麻を最も古 く生活の一
部として用い た の は ペ ル シ ヤ文化よ りもや X 早く発達 した

ス キ タイ ・サ カ文化で あ る と い う。
ス キ タイ人は南 ロ シ ア の ス キ タイ ，

シ ベ リア の ア ル タイ山

地に テ ン ト生活 を営む ， 遊牧騎馬民族で ある 。 彼 らは大麻をテ ン トの 中で燻 じて快楽用に ， ま

た ，戦争 や政治的に も利用
「
して い た ら しい

。．ア ル タ イ 山脈 （現在 の 中国，
ソ 連国境カ ガ フ 共和

国 の 東部）の 奥地の バ ジ リ ク と い う地 に多数の 古墳が発見 さ れ た が，こ の 中に多量 の 大麻種子

が見い 出された。ペ ロ ドトス の 記載 で は ス キ タ イ入 はそ の王 の 死体を埋葬する とき，
ミイラ

1
と

して側室の 1人を陪葬す る習慣 があ るとす るが，とれ は後 に ソ 連 の考古学者に よ っ て 記載通 り
．
で ある こ とが明らか に されて い る。 即ち， ス キ タイ人 は赤熱 した石の 中に大麻を投入 し，身体

を潔めた と考え られ る 。 数あ る墳墓 の 全 て か ら大麻の煙 を出す石製の 装置や大麻種子が発見さ

れて い る 。 こ の バ ジ 1丿ク の古墳の 建設 はBC5 〜 4世紀 と比定 された が ，
こ の 根拠 は，前 述 の

ペ ル シ ヤ文化 の ア ケ メ ネ ス 王 朝の 芸術品
』
と ス キ タイ ・サ カ文化の 使用遺品 の 数々 が 非常に良 く

似 て い る こ とか ら確実視 さ れ て い る 。 こ の ス キ タイ 人もBC 　3 〜 2 世紀の 匈奴の 西方侵入に よ っ

て ， やむ な く西 シ ベ リ ァ 地方 に 移動 した と考 え られ る 。 こ の 時代 ， 大麻 は トロ イ戦争 を通 じて

東ア ジ ア，あ る い は U シ ア を経て 東 ア ジ ア ，逆 に ヨ ーロ ッ
パ と長い 年月を費い や して 大麻 は伝

播 した と想像 される 。

蕁

J

Fig−4　The　propagation　of 　Cannabis　sativa ，　drug　and ・fiber　type ，　throughout 　the　ages ・

Fournier （1979）
9 −1°）

は こ の 伝播 をFig−4 の よ うに示 し，大麻 に は繊維 タ イ プ と薬物 タ イ プ

6

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

大麻文化科学考 （そ の 1） 7

の 2通 りがあ る と して い る。 我が 国には BC　1000年頃に繊維タイプが入 っ て きた と考え られる。

しか し， 日本で は不思議 に もこれを薬物 と して 摂取す る と い う習慣を持た なか っ た 。 こ の理由 、

と して 九州大学薬学部の 西岡教授 の 提唱
2°）が あるが， これに っ い て は後 の節 で述 べ る 。

　また，大麻はイ ス ラ ム 教で は宗教的な秘儀に 使用 され t ア ラ ン ビ ア ン ナ イ ト （イ ン ド ・ペ ル

シ ヤ や近東諸地方の 物語集，千夜一夜物語）に もしば しば大麻を愛用 した場面が描かれて い る。

BC 　100年頃に はイ ラ ン の民族宗教 の神官 （ア ギ と い う）の 間で 大麻 を荒行 ，幻術 の 目的 で 用

い ，大麻吸引に よ っ て 得 られ る幻夢を利用 して 人 の
一生や国 の 未来を占 っ た とい う。 こ の 幻術

を基礎 として 発達 した も の が古代イ ラ ン 医学で あり， 大麻を主剤と した麻酔薬によ っ て 外科的

手術を行 っ た と い う記録 もある 。 ア ギ の 幻術 は後に 中国医術 と して発達する。

．イ ラ ンか らイ ン ドに伝播した大麻は ， カ シ ミー
ル や ヒ マ ラ ヤ南部に定着栽培された。 しか し，

こ の 地方の 麻は活性成分 の含有量が非常 に高 く，
・他 の繊維作物で あ る綿花 が土壌 ， 気候 と も適

合 して おり大量 に作 られた こ とも原因 とな っ て 大麻 は繊維 と して で はな く薬物 と
’
して の価値を，

もっ よ うに な っ た 。
こ れ が有名な 既に 述べ た 「印度大麻」で あ る。 麻と綿 と の 運命的な対比 と

分岐点が ζ こ に あ っ たの で あ る 。
ヒ ン ズ ー

系や 回教系 の イ ン ド医学で はそ の 麻酔作用を利用 し

て の 催眠，鎮痛 などの 目的で ょ く大麻を用い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　一方，
16

世紀 の後半，イ ス ラ ム 教 に よ っ て民族的統一を あた え られた ア ラ ブ人 は イ ラ ン，シ

リ ア ，
エ ジ プ トを も征服 した 。 8 世紀末 の ビ ザ ン チ ン 帝国は大麻 の 使用を イ ラ ン か ら北 ア フ リ

カ を経て ス ペ イ ン
， さ ら に フ ラ ン ク王国を経 由 して 北欧へ と拡げて い っ た 。 11世紀 に入 っ て の

十字軍 の 遠征 は13世紀ま で 続 い た が， こ れに よ っ て 大麻が繊維以外 の 利用を伝承 して い っ た こ

とは確かで ある 。 10〜11世紀，
ペ ル シ ヤ に Hashshashinとい う土民の 暗殺団渉組織され ， 大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

麻 を吸煙 して は他民族，特に 白人を攻撃，殺害 したと い う。また，十字軍 も大麻 を吸煙 し売兵

士が多 くの 略奪 と残 忍な 殺人をキ リス ト教徒に 対 して 行 っ た と い う。 英語 の ass ．asin （刺客）

は ア ラ ビ ア 語の上記の hashshashin（drinkers。f　 hashish） ｝こ 由来する
・
とされ て い る 。 大麻に

は本質的に 狂信的な行動に か りた て る作用があ り， そ れ を戦斗に利用 した と考え られ る 。
こ れ

は第二 次世界大戦時に 覚せ い 剤を用い て 敵艦上に 自爆 した我が 国の突攻隊に酷似 して は い な い

か。興味あ る こ と に ， ナ ポ レ オ ン は エ ジプ ト遠征 に 際して ， 大麻 の 使用 を兵士 に厳禁す る と同

時に，大麻 の害毒 に っ い て科学的調査を行 うよ うに命 じるな ど，大麻が軍隊と い う集団行動に

対して どの よ うに影響するか非常に関心を持 っ て い た 。 事実，
マ リフ ァ ナ中毒患者が かな りい

た と考え られ ， 18世紀 か ら19世紀 に か けて ， 母国 フ ラ ン ス で は社会問題化 して お り， こ れ に と

もな っ て ヨ ー
ロ

ッ
パ 全域 に拡 ま っ た 。

　 こ の 影響が あ っ て か 1840年代に入 っ て ジ 急に芸術家達 の 聞で 大麻吸引の 風習が 流行 し た 。 こ

の 契機は ，
ジ ャ ッ ク ・モ ロ ー （パ リーの 精神医学者）で あ る 。 彼は 「大麻によ り私は全 くの 幸

福感を味わ っ た」 と自身の 体験を記 して い る 。 1844年， 7 ラ ン ス ・ パ リの ホ テ ル 「ピ モ ダ ン 」

におい て 「大麻ク ラブ」が誕生 。 出入 り した芸術家 の 中に は ，
ゴー

テ ィ エ ，バ ル ザ ッ ク ，
ボー

ドレ
ー

ル
， デ ュ

ーマ
， な どが い た。 デ ュ

ー
マ 著 「モ ン テ 。ク リス ト伯」 の 中には，大麻の 媚薬

的効果 を記述 した個所が ある 。 い わゆる Drug 　novel が流行 。 フ ィ ッ ツ
・ヒ ュ

ー ・ル ドル フ に

よ っ て 「大麻食用者」 と い う本ま で 出現 して い る 。

　19世紀末 ， メ キ シ コ に大麻が大流行 した こ と もあ っ て ， 20世紀 の 初頭， ア メ リカ に あ っ と い

う間 に流入 した。 これに悩ん だ ア メ リカ政府は大麻の 使用を禁止す る案を国際連合に 1952年提
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出。 ジ ュ ネ
ーブ国際 ア ヘ ン条約の 中で ， ア ヘ ン と共に大麻の 取締 り規則が制定された。 1929年，

ア メ リカで は16州で 大麻の 使用が法的に禁止とな っ て い る 。 我が国の 「大麻取締法」は戦後 2

年，1947年 に初めて 制定 された 。 そ の後，国際連合の 麻薬委員会にお い て も， しば しば大麻問

題 が と りあ げられ，遂に 1961年 ， 「麻薬単
一
条約」が成立，こ こ に大麻が 国際的な規制を受 け

る こ と に な っ た の で あ る 。 「大麻」は ベ トナ ム 戦争 の影響下 に あ っ た米国の 若 い 兵 士 の 間に 拡

が り，さらに 冒頭 に も記述 したよ うに ヒ ッ ピー族 を主 とす る若者間に大麻 の 乱用が激増 ， その

他の 文明国に も波及 して い る こ とは言をまだな い
。 共産圏で あ る ソ連で も大麻取締は日本よ り

さ らに 厳 しい と い うQ 　　 　 　 　．

　我が 国で は既述 の よ うに ，古 くか ら大麻は栽培されて い たに もかかわ らず吸煙の習慣はなか っ

た が ，昭和52年以 降 ， 大麻吸煙 に よ っ て 検挙され た者は っ い に 毎年1000名の 大台に乗り ， 大き

な社会問題 とな っ て い る 。 今や，大麻 は世界的 に モ ル ヒ ネ ，
コ カ イ ン

， LSD ・− 25と共に 「乱用

性薬物」 と い う言葉を生み，そ の 中で大きな注視を うけて い る 。

　第 3節 　我が 国の大麻

　地質年代 によれば，洪積世と沖積世 の境 は約 10，000年前の 頃と考え られるが，こ の 頃 に 日本

列島は最終的に大陸か ら分断された 。 大陸とっ なが っ て い た時代 は ， 大陸か ら人類や動物， そ

れ に伴 っ て の植物 の移動 もあ っ たが，縄文時代以後 にな る と，大陸 との交流 は当然の こ となが

ら海上を通 じて な され ， 人間 と文化が舟 に よ っ て 運ばれ た 。

　大麻が我が国に入 っ て きた時代は ， Fortrnierに よれ ばFig−2 に示され るが ご と くBC　1000年

頃と考え られ る 。 こ の 根拠 は ， 縄文時代 の 遺跡 とされ る千葉県木更市 の 菅生遺跡か ら土器 と共

に大麻の 種子の 化石が多数発見 された こ と に よ る 。 縄文土器 文化 は新石器 時代 BC1000年以後

とされて い る の で ， この 頃，大陸か ら持込 まれた と推定され る。 そ の後，時代は下 っ て弥生式

時代 の 遺跡 とされ る山口 県下関市綾羅木及 び名古屋市西志賀貝塚か らは出土品に麻布の 押 した

模様が くっ き りと認 め られ る 。 い わゆ る組織痕土器，布目土器 と い われ る もの が見出された
za）

。

こ の こ とか らも古代先住民 の 衣生活 で 重要な位置を麻 は 占め て い た と思われる 。

　大麻の 茎皮か らと っ た 繊維 は麻

布 や絲 とされる 。 耐水性，耐久臨

通風性に優れ て い るた め獣皮と共

に古代人に と っ て 身 に ま と う衣類

と して 用 い られた。 また，道具 を

つ くり，住環境を整 え る た め の 紐

類 と して 重宝 され た に 違 い な い 。

獣皮を使 っ て の 靴な どは麻 の 絲で

結ん だ り縫 っ た り した の で あろう。

生活必需品の 1っ で あ っ た 。

　 3世紀 に著わ された 「魏志倭人

伝」
es）

， 正 しくは 「三 国志」一「魏書

東夷倭人」 の 条に は麻 は出て い る

の で あろ うか 。 こ の書 は文字の な　　　
・Fig−5　麻布 の圧痕 と考え られ る土器底部

z2）
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か っ た我が 国の先史時代の情況を記録と して残 して い る中国の唯
一の文献で ある

。
こ の中に ト…・・

作衣如単被 ， 穿其中央 ， 貫頭衣之 。 種禾稲紵麻， 蠶枚緝績 ， 出細紵○緜……」 とい う個所があ

る 。 す なわち，「禾稲 （い ね），紵麻 （苧麻）を種 え，蚕桑 ・ 絹績 （っ む ぐこ と） し，細紵 （麻

の織物 の こ と）， ○ （か と り ， 絹の織物）， 緜 （まわた）を出す」 と記 して い る 。 しか し大麻と

はな い
。 卑弥呼が魏 に贈 っ た もの と して斑布 （班布） と い う布が ある 。 しか し こ れが麻布な の

か判然 と しな い 。 倭人伝の記載 された日本 は 2 世紀前後で ある とする と弥生式時代 の 中期で あ

り，先 の 菅生古墳や 西志賀貝塚 の 麻布 （平織）の 組織痕文 の 発見とも考え て こ の 紵麻は大麻を

も包括す る広義 の 麻で は なか っ た の か 。

　 こ れ に 関連 して ，縄文晩期 とされ る滋賀県大津市滋賀里遺跡 に は 土製の 紡錘車が 出土 して い

る。とい う こ とは ， 当時すで に手編み の 段階か ら明 らか に機械を用 い る織物技術に よ り ， 小幅

の 手織をかな り多量 に作 っ て い た可能性が あ る 。 静岡県の登呂遺跡で は苧麻 （チ ョ マ ）か ち平

織 した布片 自体が発見され て い る。 以上 の こ とか ら当時 は恐 ら く大麻と苧麻が併用されて い た

と考え られ る 。 因み に ， 苧麻はイ ラクサ 科 （Urticαceαe）の多年生草木で和名をカ ラ ム シ とい

う。 大麻よ りも繊維が細 く美 しい の で ， ある い は先 の斑布 とは苧麻の こ とか も知れ な い
。 広義

　 あ さ

の 麻に は チ ョ マ の ほ か， コ ウ マ （黄麻）， ア マ （亜麻）， マ ＝ ラ麻，シ ザ ル 麻な どが含 まれる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　 ロ

　時代 は下 っ た 奈良朝時代に は大麻 （ア サ）が 各地 で 栽培 さ れ て い た こ と が 明確 で あ る
。

そ の

証拠 と して ， い くっ か の 文献が ある，「万葉集」，厂常陸風土記」，「古 語拾遺」，厂播磨風土記 」

等が有名で あ るが ， 中で も 「播磨風土記」 に は明 らか に大麻で あ る こ とが記 され て い る 。 すな

わち ， 麻の汁 に よ っ て幻覚症状を呈 し中毒死 した とい う話で あ る 。 先 の苧麻 に は こ の よ うな作

用 はな い の で 明 らか に大麻が栽培 されて い た こ とになる 。 「万葉集」 には次 の よ うな和歌 や挽

歌がみ られ る 。

　 　 あさごろ も

　　麻衣 着れ ばな つ か し 紀伊 の 国 の

　　妹背の 山に　麻蒔 く　 我妹

白たへ に　飾 り奉 りて 　うちひさす
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あさ ごろ も

宮 の 舎人 も　 た へ の ほ の　麻 衣着れ ば

夢か も現 か もと　 曇 り夜の　迷へ る間に　 あさもよ し

　大麻は ア サ で あ る が，こ れは朝 に通 じ，対照的に，木綿 は ユ ウ と い い夕に通ずる 。 前者を衣
　 　 　 　 　 キ　 ワ タ

草 ， 後者を草綿と い っ た 。

　 　 　 　 　 　 サイ　バ 　ラ ク

民謡の 1 っ ，「催馬楽 馮 子歌）」に は次の よ うな もの がある 。

夏引の　白絲　七量 あ り

さ衣に ， 織 りて着せ む

汝妻離れ よ　頑な に　 もの 言ふ女か な

　 あさごろ も

汝麻 衣も　我が妻の ごと く　 袂よ く

着よ く肩 よ

1
く　小頸　安 らかに

汝着せ めか も　縫ひ 着せか も

9
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如何 に麻が庶民 と共にあ っ たか が明瞭で あ ろう 。

一
寸粋な歌で はある 。

ま どうまで 眺め よ とて の 　すさびかな

麻 の 狭衣　月に打 っ 声

　 さ らに712年 ， 大安万侶に よ る 「古事記」に は 「天 の岩戸」 や 「へ ら坂の 少女」 の 条に 記載

があ る 。 「古語拾遣」 （807年） に は ，神武天皇の 頃，阿波 の 国 （現在の 徳島県）で 忌部氏に よ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ バ メ

て 大麻 が栽培された とある。 麻の栽培は俗に
“
燕 が最初に飛ん で きた時に ， 種子を播き ， 蝉の

鳴 き声が止ん だ頃に 引き抜 く，初秋 に茎を とり，皮か ら繊維を採取す る
”

。 こ れを こ の 時代 ，

苧 （お）と い っ た 。

　 苗字や地名は 麻の使用分布を示す，もう一
っ の 証左 とな る

。

　 　 　 　 　 　 ア サ

　 苗字 に は 「麻」を初 め
， 「麻井」， 「麻下」，「麻田」，「麻畠」， 「麻地」， 「麻王」，「麻木」， 「当

麻」， 「麻布」な どが あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ hア サ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　 え

　 地名に は徳 島県の 「大麻」 の ほか，麻倉 （三 重），麻布 ，（静岡）（新潟），麻生 （茨城），麻生
　 　 　 　 お　 み

（徳島），麻績 （長野〉， 美麻 （長野）な ど枚挙に い とまがな い程で あ る 。

　 麻の
一

般的な特徴 と して ， 1）強度 は非常 に大 きく，綿よ り強い 。 湿潤する と15〜20％ も強

度が増す 。 2 ）吸湿性，放湿性共 に優れ，着用 して もむれ な い 。 3）涼感が あり熱伝導性は綿

　よ り大 で あ る 。 繊維が太 く， 接触面 が大 な る ゆ え に 夏期の 衣料材料に適す 。

．
高温多湿 の 日本で

は格好 の 素材 で あ っ た に違 い な い 。奈良，

’

平安 ， 鎌倉
，

室町， 江戸， 明治 ， 大正 ， 昭和と麻は

綿，絹 に押 されなが らも現在 ま で ， そ の 用途 に よ っ て使用され て い る の で ある。

　 麻の 製品に は ， 糸 ， 網 ， 綱 ， 下駄 の鼻緒の 芯 ， 畳 糸 ， 魚網 ， 帆布1 衣服用麻布 ， ズ ッ ク な ど

があ るが ， そ の 需要 は化学繊維に と っ て 代わ られ て ，今 日で は次第 に特殊 な用途 に 限定 されて

い る。例えば神式儀式 （天皇家 の 司祭な ど）に は 麻製品は絶対 に欠か せ ぬ もの で あ る，か み し

もやお祓い に用 い る幤 （ぬ さ）は麻布で あ り， 御輿，御旗などに用い る綱 は全 て麻で ある （図一

　6）p
一

切，化学繊維 の m 一プ や紐類 は用 い られて い な い
。

　　こ こ で 麻 に まつ わ る 2 つ の 話を提供しよ う。 1つ は江戸 時代 ， 旅に出る時， 麻布の 端ぎれ を

身につ け， 道中の神社に奉納すると無病息災 とい う風習がある 。 他の 1っ は麻で っ くっ た衣類

は赤子に着せ ると麻 の よ うにす くす くと真直に育っ と い う。 こ れ はきっ と麻の 成長が極め て 早

　く， ど ん な土地 で も成育す る こ と にあやか っ た もの で あろ う。 伝説に よ ると忍者，猿飛佐助 は

庭 に麻の 種子を播き ， そ の 成長 に っ れ て毎 日跳ぶ 練習を した と い うこ とか らもわ か る 。 事実 ，

我々 の 栽培の 経験で も 1週間 に 72c皿 成育 し，最終期φ体高は 310  に 及 ぶ 。　 Fig− 7 は北 陸大学

薬学部薬用植物園に おい て 1988年の 栽培時の大麻 の 生長 の 記録で ある 。 5月20日播種。図の 黒．

丸 一実線は直播群，白丸 は苗床群で ある 。 6月 5 日 に発芽 。 直播群の 方が苗床群 よ りも生育が

良 く， こ の植物が い か に環境 に強 い か を改め て 知 っ た 。 そ の生命力の 強 さは，い か な る気候変

化 に も，地質 の 肥沃 ， 不毛 とは関係な く成長 し，

一
粒の 種子が鳥な ど に よ っ て 運 ばれ S ば， そ

／
の 場で 育つ

。 北海道立衛生研究所薬学部長 t 金島弘恭氏 らは毎夏，道内の 野生大麻の 根絶 の た

吟 伐採を行 っ て い るが 「引き抜い て も引き抜い て も翌年に はまた生 え て い る」 と今年 も慨嘆

　して い た 。 こ ん な に生育の 良 い 大麻をも っ と悪用する の で はな く有効に使えな い もの か と私は

真剣に 考え て い る 。

10
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　大麻 の 種子 は，現在で は 食料 と は な っ て い

な い が，調味料 として 有名 な
‘‘
七味唐辛子

”

や

“

御飯の 友
”
の 中に麻の 実が 使わ れ て い る し，

また ，
ペ

ッ ト シ ョ ッ プ に行 けば ，
ハ トや カ ナ

リヤ な ど の 鳥 の飼料 と して 売 られて い る 。 さ

らに油は ペ ン キ の 塗料と して 利用 され て い る 。

　後章で も詳述するが ， 麻の 種子 は麻子仁と

呼ばれ非常に 緩和な下剤 と して ，現在 で も薬

局で 売 られ，老人 ， 虚弱者 ， 大病後 の 便秘時

に ， 強 い 下剤 の使用が不可能 の場合 に 用 い ら

れて い る 。 そ の他 ， 利尿減少 ， 乳汁不足 ， 月
　 　 　 　 ヤ ケ　ド

経不順 ， 熱傷 など に も適用 さ れ る 。

　こ こ で 麻を用 い た 諺の 1 っ を紹介 しよ う。

こ れ は中国 の 苟子勧学 に あ る もの で ，「蓬生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よもぎ

麻中， 不扶而直」 日本語で は 「麻の 中の 蓬 」

と い う。

“
真直な麻 の 中に 生え た蓬 は ， 麻の

直きに似せ られ て ， 自ら直 くな る 。

“

人 間 も

善入に近づ けば，そ の 良 き感化を受 けて善人

とな る 。 悪人 に混わ れば，悪人 と な る
”

と の

譬に引用 さ れる
。

　先に も若干ふ れた よ う に ， 我

が国で は 3000年にわ た っ て 大麻

と共に 日本人 は生活 して 来 た の

で あ．るが ， そ の 国民性の 故 か，

大麻を吸煙 ， 吸飲す る習慣を持

た なか っ た 。 お 拿会 の 迎 え 火 ，

送り火 に は麻の 皮を と っ た残 り

の 芯を乾燥させ た も の を焚 く習

慣はあ っ
．た の に ， ス キ タ イ 民族

の よ う に は な らなか っ た 。 吸引

の 習慣は第二 次大戦後 （1945年

昭和 20年）米軍 の 駐留に よ り ，

そ の 基地周辺で 若い 兵士や 労働

者が吸煙 した こ とに 端を発 して

い る 。 日本人 は元来，外来 の 文

化を受けっ ぎ，移入 して 発展 し

て来た文化国家で あ るが故 に
一

っ の流行と して ， 煙 草 と同 じ感

覚で受け入れ た きらい があ る 。

（cm ）300

£
9
Φ

工

2GO

100

Fig−』6 麻の製品の数々 （著者の イ ラス トに よ る）

一 Gtransplant

ト ー
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8 9 耆O

Fig− 7　Record　 of 　Growth　of 　Cannabis
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　日本人が何故，大麻を長 く吸引 しなか っ た こ と に つ い て 九州大学薬学部 ， 西 岡五 夫教etc°）

は以下の よ うな興味ある理 由付けを した 。 すなわち ， 既述の よ うに本麻1ま一属一種の 植物で あ

るが ，い くっ か の 生理種が大略， 2 っ ある
。

そ れ らは，麻酔性 の 強 い THCA 種 （テ ト ラ ヒ ド

ロ カ ン ナ ビ ノ ール 酸 ，

．Te毛エahydrocannabinolic 　acid ）
・
と麻酔性の 殆ん ど な い か

， あ っ て も少

な い CBDA 種 （カ ン ナ ビ ジ オ
ー

ル 酸 ，
　 Cannabidiolic　acid ）で あ り ， 前者 は薬 物型 （Drug

type）， 後者 は繊緯型 （Fiber　type）と呼 ばれ て い る。 交配実験 の 結果 ，
　 THGA 種は CBDA 種

よ り優性で あるが，CBDA 種 は 田HCA 種か ら隔離栽培 を行 うと比較的長 く CBDA 種 を保持す

る こ とが で きる。 CBDA 種 の 中に THCA 種を播 くと遺伝形質が CBDA 種 に移 さ
・れ る こ とが判

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14
明 した 。 これ らの 実験 は C − THCA 及び C − CBDA を用 い て 確認され て い る 。

　 日本に お け る ， 大麻栽培 の 歴史は非常に古 い に もか か わ らず ， 宗教的秘事や快楽 の 目的 に 用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア サ

い られなか っ た事実は ， BC 　1000年頃に移入 して 来た 日本古来 の 大麻 （つ まり麻） は麻酔性 の

強い THCA 種で は な く，繊維型の CBDA 種の み で あ っ た と推定 され て い る 。 事実 ，大分県大

山町は山間地で あり來配の 機会が なか っ たため，1358株中828株が，CBDA 種であ っ た 。 西 岡

教授 は Fig−8 の よ うに ア サ の移動と分布を示 して い る。 中国 の 大麻 も CBDA 種 で あ り， ヨ ー

匠 ユ認 Propyl
， 晦 thyl側 數群

Fig−　8　 ア サ の 移動 と分布
2°）

ロ ッ
パ の 中北部 や北米 （カ ナ ダ）の麻 も CBDA 種が含 まれて い る こ とか ら，北半球北部の 温

帯 亜寒帯の 国々 の 大麻は元 来 CBDA 種で あ っ た と考 え られ る 。 因 み に現在，我 が国 の 栽培

大麻 は全て CBDA 種で あ る 。
　 Fig−9 は我が国に お ける大麻の 栽培の 年次推移 を あ らわ し tcも

の で あ る 。 昭和29年 に栽培者数 37
，
313人で 栽培面積 3

，
109ヘ ク タール あ っ た も の が 昭和61年 で

は わ ずか に 251人 ，
32ヘ ク タ

ール と い う有様で あ る 。

　著者は 3年程前 ， 我が国 の 国内産 の 9割 とも言われる最大 の 大麻栽培を行な っ て い る栃木県

巨摩郡鹿沼に ，栃木県衛生研究所 の世取山 守 博士の 案内で 訪れたが栽培農家 の 戸数 も著 し く

減少，古老の 語 る言葉は 「栽培が国家に よ っ て 奨励され た戦前， 戦中に比 べ る と， 昔日の 感が
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　 Fig− 9　我が 国に お ける大麻栽培状況

60

Fig−10 栃木県鹿沼の 大麻栽培者 ， ．麻糸を手 に し説明す る古老 A氏 （著者写す）
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ある」 と の こ とで あ っ た 。 （Fig．IO写真） 納屋 の 中に は赤 く錆びた麻の 茎を燕で た大釜が淋 し

く放置 されて い た の が 印象的で あ っ た。
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